
自

然
保

護

と
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス
ト

俵

吐ノ
ロ

三

「
知
床

で
夢
を
買
い
ま
せ
ん
か
」
と

い
う
知
床
国
立
公
園

の

一
〇
〇
平
方

m
運
動
は
、
し
ば
し
ば
新
聞

な

ど
に
報
道
さ
れ
る
の
で
、
多
く

の
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

去
る
九
月
末
、そ

の
知
床

で

「
日

本

に
お
け
る
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ
ス
ト
を
考
え
る
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催

さ
れ
た
。
し
か
し

"
ナ
シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ
ス
ト
"
と

い
う

言
葉
は
ま
だ

一
般

に
は
な
じ
み
が
薄

い
。

シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
た

原
環
境
庁
長
官
も
、

こ
の
機
会

に

"
日
本

版
ナ

シ
ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス
ト
"
に
ふ
さ
わ
し

い
愛
称
を
募
集

し
ま
す

、
と
国
民

に
呼
び
か
け
た
。

私
は

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
参
加
し
た
わ
け
で
は
な

い
が
、

一
〇
〇
平
方

m
運
動

の
な
り
ゆ
き
を
注
目
し

て

い
る
者

の

一
人
と
し
て
、
ナ

シ
ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス
ト
と
は
ど
ん
な
も

の
か
に
つ
い
て
、
私
な
り
に
理

解
し

て
い
る
こ
と
を
記
し
て
み
た
い
。

ミ
ュ
ア
の
森

ア
メ
リ
カ

の
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
に
ミ

ュ
ア

の
森

と
い
う

自
然
保
護
区
が
あ

る
。

こ
こ
に
は
高
さ
八

O

m
を

越
す

レ
ッ
ド
ウ

ッ
ド

(
セ

コ
イ
ア
メ

ス
ギ
)
の
巨
木

が
林
立
し
て

い
る
。
十
九
世
紀

の
末
に
は

こ
の
森
も
木
材
業
者

の
格
好

の
目
標
と
な
り
、
し
だ
い
に
伐
採
が
進
ん

で
き
た
。

し
か
し
世
界

一
の
巨
木
が
次

々
と
切
ら
れ
る

の
は
い
か
に
も
惜
し

い
。
自
然
保
護
の
先
覚
者
ジ

ョ
ン
.

ミ

ュ
ア
は
そ

の
保
護

の
必
要
性
を
世
に
訴
え
、
セ
オ
ド
ア

・
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
大
統
領
に
も
陳
情
書
を
送

っ
た
。
自
然
保
護

に
熱
心
な

ル
:
ズ

ベ
ル
ト
大
統
領
は

こ
の
陳
情
に
接
す
る
と
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ァ
州

選
出
の
ウ
ィ
リ
ア

ム

・
ケ

ン
ト
国
会
議
員
に
相
談
し
た
。
ケ
ン
ト
議
員

は
資
力
の
豊

か
な
人
で
あ

る
が
、

た

だ
ち
に
自
然
保
護
運
動

に
共
鳴
し
、

レ

ッ
ド
ウ

ッ
ド

の
森
を
私
財

で
買

い
と
り
、

こ
れ
を
国
民

の
共

有

財

産
と
し
て
国

に
寄
付
し
た
。

一
九
〇
六
年

(
明
治
三
九
年
)
の
こ
と

で
あ
る
。

喜
ん
だ
大
統
領
は

こ
の
地

一
帯
を
国
家
記
念
物

(
ナ
シ

ョ
ナ

ル

・
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト

)
に
指
定
し
、
ケ

ン
ト
の
森
と
名
づ
け
よ
う

と
し

た
が
、
ケ

ン
ト
議
員
は
そ
れ
を
固
辞
し
、
自
然
保
護
を
最
初

に
訴
え
た

人
の
名
を
と

っ
て
ミ

ュ
ア

の
森
と
名
づ
け
る
よ
う
提
唱
し
た
。

こ
う

し
て
巨
木

の
森
は
保
護
さ
れ
、
ミ

ュ
ア
の
森

が
誕
生
し
た
。

欧
米
で
は
こ
の
よ
う

に
富
豪
が
私
財
を
投
じ

て
、
公
共
の
た
め

に
土
地
や
建
物
を
寄
付
し
た
り
、
博

物
館
や
研
究
施
設
を
提
供
す
る
話
が
よ
く
聞
か
れ
る
。
日
本
で
も
松
方

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

(
国
立
西
洋
美

術
館

)、
大
原
美
術
館

(倉
敷

)
、
清
澄
庭
園

(
東
京
)
な
ど
は
富
豪

の
財
産
が
結
果
的
に
は
公
共

の
財

産
と
な

っ
て

一
般

公
開
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
も

の
で
あ
る
が
、
自
然
保
護
の
た
め
に
土
地
を
買

っ
て

寄
付
し
た
と

い
う
例

は
知
ら
れ
て
い
な

い
。

私
有
地
と
自
然
保
護

日
本
は
狭

い
国
土

に
多
く

の
人

口
を
か
か
え
、
土
地
利
用
も
高
度
化
し
て

い
る
の
で
、
国
立
公
園
等

の
自
然
保
護
制
度
は

土
地
所
有
権
や
土
地
利
用
を
肯
定
し
た
上
で
、
自
然
保
護
の
た

め
の
規
制
が
行
わ

れ
て
い
る
も
の
が
多

い
。
国
立
公
園
で
も
大
部
分

の
地
域

で
は
林
業

が
営
ま
れ
、
部
分
的
に
は
農
業
や

鉱
業
も
行
わ
れ
、
地
元
住
民
の
生
活

の
場

と
な

っ
て

い
る
。
日
本

の
国
立
公
園
面
積

の
二
二
%
、
国
定

公
園
面
積

の
四
三
%
は
私
有
地
な

の
で
あ

る
。

し
か
し
私
有

地
で
は
、
憲
法

で
保
障
さ
れ
る

"
財
産
権
"
と
、
自
然
保
護
と

い
う

"
公
共
の
福
祉
"

の
調

整
が
た

い
へ
ん
困
難
で
あ

る
。
自
然
保
護

の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
保
護
さ
れ
る
こ
と
が

望

ま
し

い
優
れ
た
自
然
環
境
も
、
現
実

に
は
土
地
所
有
者
の
都
合
に
よ

っ
て
木
が
切
ら
れ
た
り
、
建
物

を
建

て
ら
れ
た
り
す

る
こ
と
が
ま
ま
あ

る
。
多
く

の
場
合
は
土
地
所
有
者

の
理
解
と
協
力
に
よ

っ
て
、

良
好
な
風
致
が
維
持

さ
れ
て

い
る
が
、

ど
う
し

て
も
自
然
保
護
上
重
要
な
私
有
地
は
買

い
上
げ
る
必
要

が
生
ず
る

の
で
あ
る
。

北
海
道

で
も
野
幌
森
林
公
園
の

一
部
三
〇
〇

㎞
、
阿
寒
国
立
公
園

の
阿
寒
湖
畔
の

一
部

=
二
四
㎞
等

が
、
自
然
保
護
の
必

要
上
か
ら
道
有
地
と
な

っ
た
事
例
が
あ

る
。

斜
里
町
の
岩
尾
別
地
区
は
第
二
次
大
戦
後

の
緊
急
入
植
地
と
し
て
原
始
林

が
切
り
払
わ
れ
、
開
拓
地

と
な

っ
た
。
そ

の

一
部
は
知
床
国
立
公
園
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
自
然
条
件
は
き
び
し
く
離
農
者

が
あ

い
次
ぐ
よ
う

に
な

っ
た
。
そ
し
て
列
島
改
造

の
土
地
ブ
ー

ム
を
迎
え
る
と
、
こ
の
国
立
公
園
内

の
開
拓

跡
地
は
土
地
ブ

ロ
ー

カ
ー

に
ね
ら
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
し
か
し
自
然
保
護
に
熱
心
な
地
元

の
G
さ
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ん
な

ど
の
有
志
や
斜
里
町
は
、
こ
の
地
区
が
乱
開
発
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
懸
命
な
買

い
支
え
を

行
な

っ
た
。
そ
れ
で
も
か
な
り
の
土
地
は
不
動
産
業
者

の
手

に
渡

っ
た
と

い
う
。

こ
う
し
た

こ
と
か
ら
斜
里
町
で
は
、
岩
尾
別
地
区

の
土
地
を
環
境
庁
か
道

が
買

い
上
げ
て
く
れ
る

こ

と
を
強
く
要
望
し
た
。
し

か
し
自
然
保
護

の
た
め
に
国

が
全
額
出
資
し

て
買

い
上
げ
た
り
、
道

が
国

の

補

助
金
を
得
て
買

い
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
対
象
地
は
、
自
然
環
境

が
特
に
優
れ
て
い
る

こ
と
が
条
件

で
あ
り
、
岩
尾
別

の
よ
う
な
開
拓
跡
地
は
対
象
と
な
り
得
な

い
の
が
現
行

の
制
度

で
あ
る
。

そ
こ
で
当

時

の
藤
谷
豊
町
長
は

い
ろ

い
ろ
考
え
た
末

に
、
イ
ギ
リ
ス
で
行
わ
れ

て
い
る

"
ナ

シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ

ス

ト

"
に
ヒ

ン
ト
を
得

て
、
知
床

一
〇
〇
平
方

m
運
動
を
思

い
つ
い
た

の
で
あ
る
。

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト

イ
ギ
リ

ス
で
は
産
業
革
命

が
最
も
早
く
進
展
し
た
が
、
そ
れ
と
と
も

に
各
地
の
田
園
風
景
や
歴
史
的

環
境
も
急
速

に
失
わ
れ
は
じ
め
た
。

そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
惜
し

い
こ
と

で
あ

っ
た
の
で
、
こ
れ
に
歯
止

め
を
か
け
よ
う
と
婦
人
運
動
家

の
オ
ク
タ
ビ
ア

・
ヒ
ル
、
弁
護
士

の

ロ
バ
ー
ト

・
ハ
ン
タ
ー
、
牧
師

の

キ

ャ
ノ
ン

・
ロ
ー

ン
ス
リ
ー

の
三
人
が
相
談
し
、
市
民

か
ら
浄
財
を
集
め
て
自
然
地
域
や
歴
史
文
化
財

を
守
る
運
動
を
は
じ

め
た
。

こ
れ
が
ナ

シ
ョ
ナ

ル

・
ト
ラ
ス
ト

の
起

こ
り
で
、

一
八
九
五
年

(
明
治
二

八
年

)
の
こ
と
で
あ
る
。

ナ
シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ
ス
ト
は
直

訳
す
れ
ば

"
国
民
信
託
"、
意

訳
す

れ
ば

"
自
然
文
化
財
保
護
国
民
基

金

"
と
も

い
う

べ
き
民
間
団
体

で
あ
る
。
事
業

と
し
て
は
優
れ
た
自
然
や
田
園
風
景
地
、
野
生
動
物
生

育

地
、
歴
史
的
意
義

の
あ
る
庭
園
、
建
物
、
家
具
な
ど
を
買
取
り
、
贈
与
、
遺
贈
等
に
よ

っ
て
取
得
し
、

こ
れ
を
国
民
共
有

の
財
産

と
し
て
保
存

、

一
般
公
開
す
る
も
の
で
、
会
計
は
会
費
、
寄
付
金
、
入
場
料

等

で
ま
か
な
わ
れ
る
。

現
在

の
ナ
シ
ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス
ト
は

一
七
万

㎞
の
土
地
、
六
四
〇
㎞

の
海
岸
線
、
二
〇
〇

の
建
造
物
、

一
〇
〇
の
庭
園
を
所
有
し
、
イ
ギ
リ

ス
最
大

の
土
地
所
有
者
と
な
り
、
会
員
は

一
〇
〇
万
人
に
達
す
る

と

い
う
。
政
治
家
チ

ャ
ー
チ

ル
、
詩

人
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
、
小
説
家
ト
ー

マ
ス

・
バ
ー
デ
ィ
等

の
家
も
現

在
は
ナ

シ

ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト

の
財
産

で
あ
る
。

政
府
は
特
別
な
資
金
援
助
を
し
な

い
の
が
原
則
で
あ
る
が
、

一
九
〇
七
年
に
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス

ト
法
を
制
定
し
、
そ

の
財
産
は
譲
渡
、
分
配
、
抵
当
化
が
禁
止
さ
れ
、
ま
た
財
産
を
ナ
シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス
ト

に
提
供
す
る
場
合

は
相
続
税
等
が
免
除
さ
れ
、
し
か
も
家
族

は
そ

の
建
物

の
中
で
生
活
す
る
こ

と

が
認

め

ら

れ

て

い

る

と

い
う

。

日
本
の
ト
ラ
ス
ト
運
動

近
年
は
、
日
本

で
も
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ
ス
ト
に
類
似
す

る
運
動
が
各
地
に
起
り
は
じ
め
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
昭
和
四
十
三
年
に
設
立
さ
れ
た
観
光
資
源
保
護
財

団
と
い
う
組
織
が
あ
る
。

こ
れ
は

一
般

会
貝
か
ら
の
浄
財

の
ほ
か
日
本
船
舶
振
興
協
会
か
ら
の
助
成
金

に
よ
り
、
文
化
財
や
観
光
資
源

の
保
護

に
努
め
て
い
る
も

の
で
、
新
潟
県
で
ト
キ
保
護

の
た
め
の
給
餌
地
を
取
得
し
た
り
、
各
地

の
観
光
資
源

保
護
の
た
め

の
調
査
、
対
策
等
を
行

っ
て
い
る
。
北
海
道

で
は
サ

ロ
ベ
ツ
原
野
、
小
樽
運
河
、
ポ
ー
川

(
標
津
町

)
等
の
調
査

、
保
護
提
言
が
行
わ
れ
た
。

し
か
し
世
間

の
注
目

を
大
き
く
集
め
た
の
は
知
床

一
〇
〇
平
方

m
運
動
で
あ
る
。

こ
れ
は
斜
里
町
が

昭
和
五
十
二
年
か
ら

は
じ
め
た
も

の
で
、
前
記

の
開
拓
跡
地
を

一
口
に
つ
き

一
〇
〇
平
方
m
、
八
○
○
○

円
で

一
般
市
民
に

"
夢

"
を
買

っ
て
も
ら

い
、
そ
れ
を
斜
里
町
が

一
括
し
て
所
有
、
管
理
し
、
植
樹
を

行

っ
て
将
来
は
原
始
林

に
復

元
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
こ
の
運
動

へ
の
参
加
者
は

一
万
四

千
余
人
、
取
得
し
た
土
地
は

一
八
○
㎞
に
達
し
、な
お
今
後
も
運
動

の
輪
を

ひ
ろ
げ
た

い
と
し
て
い
る
。

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス
ト
で
は

"
一
人
が

一
万
ポ

ン
ド
出
す
よ
り
も

一
万
人
が

一
ポ

ン
ド
ず

つ
出
す
"

草

の
根
運
動

が
尊
重

さ
れ
る
そ
う

で
、
そ
の
意
味

で
は
知
床

一
〇
〇
平
方

m
運
動
は
ま
さ
に
日
本
版
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス
ト

へ
の
試
み
の
第

一
号

で
あ
る
。

昭
和
五
十
六
年
、
日
本

の
第

一
号
と
し
て
開
設
さ
れ
た
ウ
ト
ナ
イ
湖
の
野
鳥
サ

ン
ク
チ

ュ
ア
リ
は
、

日
本
野
鳥

の
会
が
全
国

の
自
然
愛
好
家
か
ら
善
意

の
資
金

一
億
円
を
集
め
て
整
備
し
た
も

の
で
、
野
鳥

保
護
区
と
自
然
観
察
施
設

が
あ
り
、
野
鳥
に
詳
し

い
レ
ン
ジ
ャ
ー
も
常

駐
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
野

鳥
保
護
運
動
で
は
ア
メ
リ

カ
の
オ
ー

ジ
ュ
ボ
ン
協
会
が
大
先
輩
に
あ
た
る
が
、
野
生
動
物
保
護
の
世
界

的
組
織
と
し
て
は
W
W
F

(
世
界
野
生
生
物
基
金
)
が
あ
る
。

日
本

に
も
支
部

(委
員
会
)
が
あ

っ
て

活
動
し
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
六
年
、
全
世
界
か
ら
三
十
億
円
ち
か

い
資
金

が
集
ま

っ
た

の
に
経
済
大

国
日
本

で
は

一
千

万
円
が
や

っ
と
と
い
う
実
情
な
の
で
、
十

一
月
初
旬

に
は
日
本

の
自
然
保
護
世
論
を

高
め
る
た
め
、
W
W
F
総
裁
、
イ
ギ
リ

ス
の
エ
ジ

ン
バ
ラ
公
が
来

日
し
、
ウ
ト
ナ
イ
湖
や
釧
路
湿
原
も

視
察
し
た
。

そ
の
他
に
小
清

水
町
の
オ
ホ
ー
ツ
ク

の
村
づ
く
り
運
動
、
和
歌
山
県

の
天
神
崎
市
民
地
主

運
動
、
岡

山
県

の
郷
土
文
化

財
団
等
が
、
日
本
版
ナ

シ
ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス
ト

へ
の
道
を
め
ざ
し

て
い
る
。
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今

後

の

課

題

日
本

の
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト
は
、
今
よ
う
や
く
世
間
の
関
心

が
高
ま
り
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
ど

の
よ
う
な
進
展
を
示
す
か
は
未
知
数

で
あ
る
。
環
境
庁

で
も
ナ

シ
ョ
ナ

ル

・
ト
ラ
ス
ト
研

究
会
を
発
足
さ
せ
て
、
問
題
点
を
検
討
し
て
い
る
と

い
う
。

現
在

の
と
こ
ろ
は
税
制
上

の
措
置
、
た
と
え
ば
募
金

に
応
じ
た
場
合

の
所
得
控
除
、
相
続
時

に
財
産

を
譲
渡
し
た
場
合

の
相
続
税

や
、
譲
渡
さ
れ
た
物
件
に
対
す
る
固
定
資
産
税
等

の
非
課
税
等

が
期
待
さ

れ

て
い
る
。
ま
た
、
ナ
シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ
ス
ト

に
所
属
し
た
財
産

が
確
実
に
保
護
、
管
理
さ
れ
る

こ
と

を

保
障
す

る

"
公
益
信
託
"
の
適
用
も
法
律
家
か
ら
提
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
含
め
て
"
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ
ス
ト
法

"
を
制
定
し
て
ほ
し

い
と

い
う
声
も
関
係
者

の
間
か
ら
あ

が
っ
て

い
る
、

知
床

一
〇
〇
平
方

m
運
動
で
は
原
始
林

へ
の
復
元
を
め
ざ
し

て
植
林

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後

こ

れ

を
ど
の
よ
う

に
育
て
て
ゆ
く

の
か
は
研
究
課
題

の

一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
知
床
の
場
合
は
土
地
購
入

費
よ
り
も
植
林
等

の
管
理
費

の
方
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
自
然
条
件
し
だ

い

で
は
天
然
更
新
を
助
長
し
て
植
林
費
を
軽
減
し
、
同
じ
資
金

で
よ
り
広

い
土
地
を
取
得
で
き
る
か
も
知

れ
な

い
。
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

い
ず

れ
に
し
て
も
私
有

地
の
自
然
保
護
は
、
土
地
所
有
者

の
理
解
と
協
力
を
得

る
こ
と
が
基
本

で
あ

る
。

そ
の
う

ち
ど
う
し

て
も
土
地
を
買

い
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が

公
有
化
す

る
ケ
ー
ス
と
、
民
間
資
金
に
よ
る
ナ
シ
ョ
ナ

ル

・
ト
ラ
ス
ト

の
草

の
根
運
動
や
ミ

ュ
ア
の
森

の
よ
う

な
大

口
寄
付

の
ケ
ー
ス
が
、
車

の
両
輪

の
役
割
り
を
果
す

の
で
あ
る
。

こ
の
機
会
に

一
人
で
も
多

く
の
人
が
、
日
本

の
自
然
保
護
と
ナ
シ
ョ
ナ

ル

・
ト
ラ
ス
ト
の
あ
り
方
に

関
心
を

い
だ

い
て

い
た
だ
き
た

い
と
思
う
。

本
文
は
昭
和
五
七
年
十
月
十
二
日
お
よ

び
十
三
日
付
北
海
道
新
聞
(夕
刊
)
か
ら
転
載
し
た
も

の
で
あ

る
。

(野
幌
森
林
公
園
管
理
部
長
)
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